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表紙解説 川原　正見

〈表紙〉南高梅
和歌山県を主たる生産地とする白梅で、梅の最高級ブランド。

和歌山県のみなべ町が発祥の地。
「シリーズ食と農　第二回」で取り上げた「南高梅」の写真

を掲載しました。ほんのり色付いた梅の実は写真だけでも十分
に南高梅のおいしさが伝わってきます。

新規殺ダニ剤
ダニオーテ®フロアブル（農林水産省登録第24213号）
　本剤の有効成分のアシノナピルは、新規の作用機構と推
定され感受性の低下したハダニ類に優れた効果を示します。
2020 年 10 月より販売を開始いたしました。
　本誌掲載の「ダニオーテフロアブル発売記念特集」をご
覧ください。

殺菌剤
モンセレン®顆粒水和剤（農林水産省登録第 20067号）
　本剤の有効成分であるペンシクロンは、予防効果に優
れ、根腐病と葉腐病をおこすリゾクトニア菌に対し優れ
た効果を示します。てんさいでは定植前の苗床灌注と本
圃の体系防除で、優れた効果を発揮します。2021 年 1 月
より取り扱い、販売を開始いたしました。

最新の登録内容はこちらから。

ティービック ® 水和剤（農林水産省登録番号第 17136 号）

　本剤は、ペンシクロンにチウラムを加えた予防効果に優
れた殺菌剤です。根腐病、葉腐病に安定した効果を示しま
す。2021 年 1 月より取り扱い、販売を開始いたしました。

最新の登録内容はこちらから。

日曹セルカディス®D フロアブル（農林水産省登録番号第 24315 号）

　本剤は、新規 SDHI 剤の「ゼミウム ®」と、多作用点殺
菌剤「ジチアノン」を混合した果樹用殺菌剤です。作用の
異なる 2 成分の混合剤で、耐性菌管理にも有効です。ゼミ
ウムは高い浸達性を持ち、ジチアノンとの本混合剤は優れ
た残効性を有します。安定した予防効果と優れた治療効果
で主要病害に高い効果を発揮します。2021 年 2 月より販
売を開始いたしました。

最新の登録内容はこちらから。

スマートフォン用アプリケーション「レイミーの AI 病害虫
雑草診断」　診断対象作物が拡大しました。
　2020 年 4 月より日本農薬株式会社より配信され、当社も参加している
スマートフォン用アプリ「レイミーの AI 病害虫雑草診断」の診断対象作
物が、既存の水稲に加え、キャベツ、はくさい、レタス、ブロッコリー
およびねぎへ拡大しました。

インドの農薬製造販売会社 Bharat Insecticides Limited
への出資に関するお知らせ
　当社は、インドにおける農薬の販売拡大を目的に、三井物産株式会社（本
社：東京都千代田区、以下「三井物産」）と共同で設立する特定目的会社
を通じて、インドの農薬製造販売会社 Bharat Insecticides Limited（以下

「BIL 社」）の株式を 2020 年 9 月に取得いたしました。
　当社の保有する競争力の高い農薬の普及と、三井物産の保有する幅広
い事業アセットとのシナジーを通じて、BIL 社の事業拡大に取り組むと
ともに、インド農薬市場における業容拡大に取り組んでまいります。


